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ご 挨 拶

土浦市長

中  川　 清

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
初
春
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
る

慶
よ
ろ
こ

び
を
心
か
ら
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
そ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢

字
一
文
字
、
昨
年
は
、「
新
」
で
あ
り
ま
し
た
。
長
ら
く
続

い
た
55
年
体
制
の
崩
壊
に
よ
る
新
政
権
の
誕
生
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
世
界
新
記
録

等
々
が
大
き
く
作
用
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の「
新
」と
い
う
文
字
は
、
土
浦
市
に
と
り
ま
し
て
も
、

大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
年
が

市
制
施
行
70
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
か
ら
で

す
。

　

土
浦
市
は
、
昭
和
15
年
11
月
３
日
に
土
浦
町
と
真
鍋
町

が
合
併
し
、
茨
城
県
３
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。
戦
後
の
苦
し
い
時
代
や
水
害
な
ど
幾
多
の
苦
難
を

乗
り
越
え
、
市
誕
生
時
に
は
人
口
３
万
５
５
０
０
人
で
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
人
口
14
万
４
５
０
０
人
の
都
市
へ

と
発
展
、
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

70
年
の
歩
み
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
歴
史
で
あ
り
ま

す
。
今
日
の
発
展
は
、
多
く
の
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
明
日
へ
の
希
望
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
は
、
誠
に
感
慨
深
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
節
目
を
新
た
な
歴
史
と
伝
統

を
刻
む
出
発
点
と
し
て
捉
え
、
本
市
の
将
来
あ
る
べ
き
姿

を
見
据
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
足
下
を
固
め
、
市
政
運

営
に
当
た
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

世
界
に
冠
た
る
平
和
と
繁
栄
の
国
、
日
本
は
、
少
子
高

齢
や
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題

等
々
大
き
な
流
れ
の
中
に
あ
り
、
戦
後
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が

崩
壊
し
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

昨
年
末
の
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
、
国
債
の
発
行
高
が
昭

和
21
年
以
来
、
実
に
63
年
振
り
に
税
収
を
上
回
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
一
つ
を
と
っ
て
も
容
易
な

ら
ざ
る
覚
悟
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、「
中
央
か
ら
地
方
」、「
官
か
ら
民
」、「
物
か
ら
心
」

と
い
う
流
れ
の
中
で
、
特
に
地
方
分
権
へ
の
取
り
組
み
が

ハ
ッ
キ
リ
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
財
政
、
人

事
等
々
受
け
皿
と
な
る
諸
問
題
に
も
耐
え
う
る「
土
浦
づ

く
り
」
の
た
め
に
は
、
真
の
行
財
政
改
革
が
必
要
で
あ
り
、

何
よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
が
な
け
れ
ば
不
可
能

な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
満
70
歳
を
迎

え
た
新
し
い
年
、
変
革
の
時
、
新
し
い
土
浦
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



　
平
成
22
年
11
月
３
日
で
、
土
浦
市
は
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
住
む
「
ま
ち
」
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
、
昔
と
今

の
写
真
を
見
比
べ
な
が
ら
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ク
イ
ズ
も
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

藤沢宿通り（大正時代と現在）

街並み

霞ヶ浦の観光定期船
　昭和初期には、外輪蒸気船に代わっ

てスクリュー船が登場し、土浦港と潮

来方面を就航しました。

大徳商店
　大国屋徳兵衛により江戸時代に開業されま

した。現在は「まちかど蔵」として、観光と文化

の情報発信基地や土浦の特産品などを販売す

る観光物産館として利用されています。

昭和30年ごろの土浦駅前通り

？
土浦のランドマーク

●●●

　右側に○とある建
物のところには、その

後、丸井デパートが建

てられました。通りの

左手には、土浦のラン

ドマークが平成９年に

完成しました。その建

物の名前は？

通
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川口運動公園完成

出
来
事

第29回国民体育大会
　昭和49年、茨城県で国体が開催され、霞ヶ浦

でヨット競技、市営野球場で高校野球の軟式の

部が開催されました。

川口運動公園完成
　完成して間もない、昭和31年ごろの航空写真。

公園の完成に先駆けて、25年11月に市営野球場が

完成し、記念行事として早慶新人戦が行われまし

た。現在は、高校野球の試合会場のほかにも、か

すみがうらマラソンのスタート・ゴール地点など

として多くの人たちに利用されています。

　泳げる霞ヶ浦市民フェスティ

バル（平成21年７月）の会場上空

に飛来したツェッペリンＮＴ号

霞ヶ浦海軍航空隊に飛来した

ツェッペリン伯号

？
土浦の新しい名物

ツェッペリン●●●

　昭和４年８月に飛来

したツェッペリン伯号

の乗組員に振る舞った

食べ物が、現代風にア

レンジされ、土浦の新

しい名物になっていま

す。その食べ物は？

庁舎前の聖火台に点火する様子

　掲載している写真の一部は、「むかしの写真土浦」、「新治村50年のあゆみ」
から転載させていただきました。
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施
設

軍艦型の旧土浦駅舎
　昭和11年10月完成。海軍の町と言われたためか、中央の時

計塔の左右に伸びる屋根が、上り方面に向う軍艦の形をして

います。昭和58年２月、駅ビルとして生まれ変わりました。

新治庁舎
　昭和30年、藤沢・斗利出・山ノ荘の３村が

合併し、新治村が誕生しました。昭和44年、

現在の場所に新治村役場として完成しました。

土浦町役場

亀城公園東櫓
やぐら

　東西の物見櫓は、土浦城

主の西尾忠永によって元和

６（1626）年から７年にかけて

建築されたと言われていま

す。東櫓は明治17年３月に

焼失し、市制60周年の記念

事業として再建されました。

？
市役所本庁舎は
昭和●●年完成

　土浦町役場は、中央

二丁目にある現在の関

東つくば銀行本店の場

所に建っていました。

　市役所本庁舎が下高

津一丁目に移転して完

成したのはいつ？
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学校生活
（上）大正時代の小学校教室風景

　土浦小学校手工室で、紙工作の指導を受けていると

ころです。まだ着物姿の児童も多く見られます。

（左上）完全給食が始まる

　戦後数年を経て、アメリカ合衆国から送られた脱脂

粉乳によるミルク給食が始められました。昭和30年代

になると、コッペパンとおかずが追加され、いわゆる

完全給食になりました。

学
校

昭和３年ごろの幼稚園児

現在の小学校の給食

土浦尋常小学校
　明治44年、他にさきがけて進んだ西洋建築と

して注目を浴びた新築の土浦尋常小学校（土浦

小学校）。昭和40年に現校舎が建築されるまで

54年間使われました。

？
●●幼稚園

　明治18年の創立で、

茨城県内で最初に開園

された幼稚園の名前

は？

大正13年に完成した幼稚園
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行事

消防団出初式
　大正時代は、写真のような纏

まとい

や竹
た け ば し ご

梯子も用いて消火

を行なっていました。現在は、各消防団に消防車両が

配備され、より迅速で確実な消火が可能になりました。

七夕まつり（キララまつり）
　昭和26年から始まった土浦七夕まつり。平成２年に

湖上まつりと七夕まつりを合わせてキララまつりと改

称され、初めて山車が巡行しました。

？
昭和初期の

●●の桜まつり

　堤防も川も数多くの

人たちでにぎわいまし

た。貸しボート屋も数

軒あり、ボートを漕ぎ

ながらの花見で人気の

あった川の名前は？
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昭和40年代の七夕まつり１

昭和40年代の七夕まつり２



クイズの正解は裏表紙に掲載しています

鉄道

第３回大会のときの記念撮影（前列中央が秋元梅峯師）

真鍋小学校の桜
　大正時代、真鍋小学校校庭の桜の下で開かれ

た祝宴会。現在、桜は樹齢100年以上で県指定の

天然記念物になっています。昭和50年代の終わ

りごろから、６年生が新入生を背負って校庭を

回る、お花見集会が開かれています。

土浦全国花火競技大会
　大正14年、神竜寺の住職であった故秋元梅

峯師が、霞ヶ浦海軍航空隊殉職者の慰霊と不

況にあえぐ商店街復興のために、私財を充て

て霞ヶ浦湖畔で花火大会を行ったのが始まり

です。現在は、土浦の秋の風物詩として全国

に知られています。

筑波鉄道の汽車
　昭和10年ごろ、虫掛付近の田園を走る

のどかな風景

筑波鉄道お別れ列車出発式
　筑波鉄道は、昭和62年３月31日

の運行を最後に廃止されました。

当日は筑波駅でお別れ列車の出発

式が盛大に行われました。

9　広報つちうら　2010.1.1

？
つくば●●●●

ロード

　土浦～岩瀬（桜川市）

間を運行していた筑波

鉄道の線路跡地は、現

在サイクリングロード

として多くの人たちに

親しまれています。そ

の名前は？
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あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
恒
例
と
な
り
ま
し
た
市
立
博
物

館
の
館
長
講
座
も
お
陰
さ
ま
で
23
回
が

終
了
し
、
昨
年
度
か
ら
は
市
民
の
皆
様

の
ご
要
望
に
答
え
て
年
２
回
の
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
変
好
評
で
２
回
と
も
老
若
男
女
で
満

席
の
盛
況
で
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
知

的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
市
立

博
物
館
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
し
て
、

職
員
一
同
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
皆
様
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
民
俗
資
料
や
文
化
財
な

ど
の
処
分
の
際
に
は
ぜ
ひ
一
度
博
物
館

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
内
の
貴
重
な

文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
学
芸

員
が
調
査
に
参
り
ま
す
。
民
具
や
文
化

財
は
一
度
破
壊
す
る
と
二
度
と
作
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、
市
内
の
弥
生
時
代
遺

跡
に
つ
い
て
話
題
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
土
浦
市
史
に
は
茨
城
県
の
弥
生
時

代
遺
跡
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
に
対
し
て

極
め
て
少
な
く
、
不
明
な
点
が
多
い
と

あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
市
内
の
弥
生
時

代
の
遺
跡
は
、
わ
ず
か
に
永
国
地
区
、

烏
山
地
区
、
大
岩
田
地
区
の
３
地
区
を

紹
介
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
土
浦

市
は
そ
の
後
昭
和
55
年
度
か
ら
57
年
度

に
か
け
て
、
市
内
全
域
で
考
古
学
上
の

遺
跡
の
悉し

っ
か
い皆

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

私
は
そ
の
頃
茨
城
大
学
に
奉
職
し
て
お

り
、
教
育
委
員
会
の
要
請
で
学
生
の
協

力
を
得
て
徹
底
的
に
市
内
を
踏
査
し
て

３
０
５
遺
跡
を
登
録
し
ま
し
た
。
特
に

集
落
遺
跡
と
想
定
さ
れ
る
包
蔵
地
は
縄

文
時
代
遺
跡
１
６
７
、
弥
生
時
代
15
、

古
墳
時
代
１
８
８
な
ど
に
整
理
さ
れ
ま

し
た
。
合
計
が
合
わ
な
い
の
は
重
複
遺

跡
が
存
在
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
し

て
も
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
極
端
に
少
な

い
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
が
あ
ら
わ
れ

た
の
か
、
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
考
古

学
上
の
遺
跡
を
発
見
す
る
方
法
と
し

て
、
地
上
の
場
合
に
は
表
面
採
集
と
い

う
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
地
図
を
持
参
し
て
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
歩
く
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
後
世

の
耕
作
な
ど
で
地
下
の
文
物
が
地
表
面

に
壊
さ
れ
て
露
出
し
て
来
ま
す
。
そ
れ

を
採
集
し
て
、
記
録
し
、
地
形
の
状
況

を
読
ん
で
遺
跡
と
し
て
登
録
す
る
方
法

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の

原田遺跡出土の地元の弥生土器

（写真提供：上高津貝塚ふるさと歴史の広場）

土
浦
の
弥
生
時
代
遺
跡

土
浦
市
立
博
物
館
長

茨
城
大
学
名
誉
教
授

新
春
文
芸

茂

木

雅

博
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原田遺跡ほか市内出土の弥生時代紡錘車

（写真提供：上高津貝塚ふるさと歴史の広場）

集
落
が
あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
ま

す
。
私
は
昭
和
58
年
に
旧
郷
土
資
料
館

の
倉
庫
の
中
で
こ
の
土
器
を
実
見
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
市
内
で
注
目
さ

れ
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
今
泉
地
区

の
原
田
遺
跡
で
は
北
地
区
で
93
棟
、
西

地
区
で
12
棟
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
集
落
の
特
徴
は
、
各
住

居
内
か
ら
紡
績
用
の
紡
錘
車
が
前
者
で

は
36
棟
、
後
者
で
は
１
棟
か
ら
発
見
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
前
者
で
は

１
住
居
内
か
ら
最
大
５
個
も
出
て
お

り
、
約
半
数
の
17
棟
は
複
数
を
出
し
て

い
ま
す
。
私
は
以
前
本
紙
で
、
土
浦
の

古
代
布
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
律
令
時
代
の
特
産
品
で
あ

る
麻
布
は
、
そ
の
生
産
が
弥
生
時
代
後

期
か
ら
こ
の
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

土
浦
の
弥
生
時
代
は
研
究
が
大
変
遅

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
悉
皆
調
査
を

し
た
時
点
で
は
、
原
田
地
区
は
荒
れ
地

で
遺
跡
と
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
土
浦
北
部
工
業

団
地
造
成
に
伴
っ
て
発
見
さ
れ
、
新
知

見
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
従
来

の
考
古
学
の
成
果
を
整
理
す
る
と
、
土

浦
の
弥
生
文
化
の
伝
播
に
は
大
き
く
三

系
統
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ

の
地
方
の
弥
生
土
器
の
形
態
に
よ
っ
て

整
理
出
来
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
土
浦
第

六
中
学
校
校
庭
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る

東
海
系
の
土
器
群
、
原
田
北
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
た
北
関
東
系
と
東
北
系
土
器

群
で
す
。
こ
う
し
た
三
系
統
の
文
化
が

土
浦
で
融
合
し
て
い
る
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
紡
績
を
土
浦
に
伝
え
た
文
化

は
北
関
東
を
経
て
伝
わ
り
、
次
の
時
代

を
代
表
す
る
前
方
後
円
墳
は
東
海
系
す

な
わ
ち
上
総
・
下
総
を
経
て
伝
播
し
て

き
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
代
の
最
も
大
き
な
疑
問
は
水

稲
栽
培
の
問
題
で
す
。
土
浦
の
沖
積
地

の
ど
こ
か
で
弥
生
時
代
の
水
田
跡
を
発

見
す
る
こ
と
が
、
私
の
長
年
の
念
願
で

あ
り
ま
す
。
必
ず
存
在
す
る
は
ず
で
あ

り
、
若
い
研
究
者
の
奮
起
を
期
待
し
た

い
。
今
年
は
そ
ん
な
夢
を
見
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

場
合
に
は
地
下
深
く
埋
没
し
て
い
る
遺

跡
は
、
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

要
す
る
に
、
土
浦
で
は
縄
文
時
代
や
古

墳
時
代
お
よ
び
奈
良
時
代
以
降
の
集
落

が
丘
陵
上
に
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、

弥
生
時
代
は
そ
う
し
た
立
地
を
採
用
し

て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
極
端
に
人
口

が
減
少
し
た
か
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
15
遺
跡
を
検
討
す
る
と
、
す

べ
て
が
集
落
遺
跡
で
す
。
特
徴
的
な
遺

跡
を
挙
げ
て
み
る
と
、
花
室
川
流
域
の

現
在
の
烏
山
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
宅
地
造
成
が
行
わ
れ
る
前
に
、
国
士

舘
大
学
考
古
学
研
究
室
と
茨
城
県
教
育

委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
縄
文
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
３
０
０
棟
以
上
の
住
居
跡
が
発
見
さ

れ
、
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
４
棟
が

一
つ
の
単
位
と
し
て
調
査
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
永
国
地
区
と
土
浦
第
三
高

等
学
校
校
庭
に
弥
生
時
代
住
居
跡
が
存

在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し

く
は
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
宍

塚
古
墳
群
を
昭
和
43
年
に
発
掘
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
第
１
号
墳
と
仮
称
し
た
前

方
後
円
墳
の
下
に
弥
生
時
代
集
落
跡
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
期
は
後
期

初
頭
で
、
そ
の
数
は
10
棟
に
お
よ
び
重

複
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
２
時

期
が
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
墳

丘
下
の
た
め
全
面
的
な
調
査
は
実
施
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
土
浦
第
六

中
学
校
の
造
成
の
際
に
も
、
弥
生
時
代

原田遺跡出土の他地域系統の弥生土器

（写真提供：上高津貝塚ふるさと歴史の広場）
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 泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル

　 　　　　　　　　　　　　（７月）

 からかさ万灯（８月）

 水郷プールオープン（７月）

 土浦キララまつり2009（８月）

 どんど焼き（１月）

 ウィンターフェスティバル2009

　 　　　　　　　　　　　（12月）

 土浦市消防出初式（１月）

 土浦マラソン大会（12月）

　2009（平成21）年、市内ではさまざまな楽し

いイベントが行われ、広報つちうらの「まちの

フォットＮＥＷＳ」のコーナーで紹介しました。

　その 1年間のイベントを振り返ります。

夏

冬

















2009 総集編
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 流
や ぶ さ め

鏑馬まつり（４月）

 土浦桜まつり2009（４月）

 土浦の雛まつり（２～３月）

 かすみがうらマラソン兼国際盲人　

　 マラソンかすみがうら大会（４月）

 土浦全国花火競技大会（10月）

 土浦藩關
せきりゅう

流古式炮
ほうじゅつ

術公開演武（11 月）

 土浦薪能（９月）

 土浦カレーフェスティバル＆

　 食の地域名産品大集合（11 月）

春

秋
















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老
人
ホ
ー
ム
の
広
き
ホ
ー
ル
に
冴
え
渡
る
ピ
ア
ノ
は
謡
う
沢
内
甚
句
を

滴
し
た
た

れ
る
葡
萄
白
磁
の
皿
に
盛
り
ひ
と
り
楽
し
む
朝
の
食
卓

父
と
子
の
空
手
着
ほ
さ
れ
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
不
協
和
音
の
よ
う
な
風
吹
く

は
つ
春
の
朝
日
が
照
ら
す
富
士
の
山
あ
か
ず
眺
め
り
常
名
の
丘
ゆ

初
春
の
や
わ
き
陽
の
な
か
幸
せ
を
呼
ぶ
福
寿
草
の
黄き

い

が
咲
き
初そ

む

植
物
の
適
地
が
変
る
実
を
つ
け
し
蜜
柑
の
苗
木
盛
ん
に
売
ら
る

裏
庭
に
水
仙
・
千
両
咲
き
誇
る
た
っ
ぷ
り
活
け
て
色
香
い
と
し
む

水
仙
の
ふ
あ
ー
っ
と
香
る
く
り
や
辺
は
春
の
ひ
そ
み
し
和や

わ

ら
ぎ
の
あ
り

合
格
点
も
ら
え
る
か
し
ら
と
語
り
か
け
母
に
供
え
る
お
せ
ち
料
理
を

吊
し
柿
冷
気
に
馴
染
む
粧
ほ
ひ
に
剥
き
痕
残
す
飴
色
の
よ
し

一ひ

と

と

せ年
の
喜
び
悲
し
み
た
ず
さ
え
て
希
望
を
つ
な
ぐ
除
夜
の
鐘
き
く

冷
蔵
庫
の
扉
に
小
さ
き
旅
の
写
真
偶

た
ま
さ

か
に
見
れ
ば
楽
し
き
記
憶

筑
波
嶺
の
裾
に
ひ
ろ
が
る
蕎
麦
の
花
秋
か
げ
淡
く
白
き
風
立
ち
ぬ

朗
朗
と
百
人
一
首
を
祖
母
よ
め
ば
小ち

さ
き
手
も
伸
ぶ
遥
け
き
新
春

初
春
の
浦
の
岸
辺
に
ひ
か
り
満
ち
水
面
に
鳥
の
群
れ
た
つ
を
見
る

み
ど
り
子
を
抱
け
ば
つ
ぶ
ら
な
瞳
む
け
話
す
喃な

ん

ご語
の
我
に
や
さ
し
く

　
昔
懐
か
し
い
方
が
入
所
さ
れ
て
い
る
近
く
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
時
折
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

広
い
ホ
ー
ル
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
そ
の
方
の
好
き
な
沢
内
甚
句
を
弾
い
て
二
人
で
口

ず
さ
み
ま
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
私
も
幸
せ
な
気
分
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
梨
か
ら
届
い
た
と
い
う
立
派
な
葡
萄
を
知
人
か
ら
い
た
だ
い
た
。
あ
ま

り
見
事
な
の
で
白
磁
の
皿
に
、
暫
ら
く
眺
め
て
い
た
。
こ
ん
な
平
穏
が
続
く

こ
と
を
願
い
つ
つ
。

　
父
親
と
子
供
の
空
手
着
が
風
に
吹
か
れ
て
い
る
。子
供
の
成
長
を
見
つ
め
、

何
か
言
葉
を
か
け
て
い
る
様
な
光
景
で
あ
る
。

　
お
正
月
の
早
朝
、
家
の
近
く
の
見
晴
ら
し
の
良
い
丘
ま
で
出
向
き
、
凛
と

た
つ
富
士
山
に
挨
拶
す
る
。
富
士
の
さ
ら
に
彼
方
の
故
郷
の
皆
は
達
者
だ
ろ

う
か
。
ど
う
か
今
年
も
健
康
で
！

　
新
年
を
迎
え
、ふ
と
庭
に
目
を
や
る
と
陽
だ
ま
り
の
な
か
、福
寿
草
が
二
輪

咲
い
て
い
た
。
今
年
は
い
い
こ
と
あ
り
そ
う
な
。

　
地
球
の
温
暖
化
が
進
み
、
暖
地
の
産
物
で
あ
っ
た
蜜
柑
も
、
こ
の
辺
り
で

も
盛
ん
に
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
時
た
ま
裏
庭
で
草
取
り
を
す
る
が
、
年
末
に
な
る
と
千
両
が
真
赤
に
実
の

り
水
仙
が
咲
く
。
正
月
に
花
を
活
け
て
楽
し
む
。

　
水
仙
の
芳
香
は
あ
た
り
に
漂
い
、
そ
れ
だ
け
で
幸
福
感
に
包
ま
れ
る
。
凛

と
し
た
春
の
使
者
で
あ
ろ
う
。

　
重
箱
に
詰
め
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
お
せ
ち
料
理
は
、
私
に
と
っ
て
遠
い

母
の
思
い
出
の
一
つ
で
す
。「
ま
だ
ま
だ
ね
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
で
す
。

　
柿
を
見
て
い
ま
す
と
、
何
と
な
く
昔
の
こ
と
、
故
郷
の
こ
と
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
思
い
は
ど
ん
な
便
利
な
時
代
に
な
っ
て
も
変
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　
長
い
よ
う
で
短
い
一
年
、
除
夜
の
鐘
を
聞
き
つ
つ
い
ろ
い
ろ
の
出
来
事
を

振
り
返
っ
て
み
る
。
こ
の
一
年
に
感
謝
を
し
、
新
し
い
年
に
希
望
を
も
ち
た

い
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
世
の
中
に
あ
っ
て
も
。

　
冷
蔵
庫
の
扉
に
旅
の
写
真
を
な
ら
べ
て
張
っ
て
あ
り
、
時
折
見
ま
す
と
楽

し
か
っ
た
旅
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
筑
波
山
に
ゆ
く
途
中
思
わ
ず
目
に
し
た
光
景
で
す
。
白
々
と
し
た
花
が
風

に
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

　
母
は
娘
時
代
、
和
裁
の
先
生
に
百
人
一
首
を
学
ん
だ
。
常
に
諳
ん
じ
、
正

月
に
は
三
世
代
が
集
い
、
子
供
た
ち
も
喜
ん
で
興
じ
た
想
い
出
を
懐
し
む
。

　
霞
ヶ
浦
の
情
景
、
大
空
へ
羽
ば
た
く
鳥
に
平
和
と
幸
せ
を
祈
り
て
。

　
生
後
七
か
月
の
幼
子
を
抱
く
と
、
清
々
し
い
目
を
向
け
、
言
葉
に
な
ら
な

い
声
を
発
し
て
、語
り
か
け
る
姿
が
可
愛
い
。
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
た
い
。

荒
井　

洋
子

菊
間　

き
み

井
上　

秀
子

福
原　

安
栄

井
坂　

久
子

松
﨑　

國
男

飯
村　

和
子

井
上　

寛
江

石
原　

和
子

市
島　

紀
郎

柴
岡　

直
治

山
口　

節
子

佐
藤　

哲
子

櫻
井　

雅
江

塚
原　

洋
子

大
越　

里
子

新
春
に
詠
む
短
歌
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大

鳥

居

抜

け

て

未

来

へ

寒

椿

お
神
酒
あ
げ
虎
に
振
舞
う
事
始
め

支
柱
み
な
背
丈
の
傷
や
初
日
射
す

福
よ
来
い
家
族
揃
っ
て
初
笑
い

元
旦
の
薬
缶
の
湯
気
の
立
ち
に
け
り

初

詣

ひ

ま

ご

と

担

ぐ

大

熊

手

正
月
や
王
手
飛
車
打
つ
子
の
将
棋

身
の
丈
の
分
だ
け
拝
む
初
詣
で

小
魚
の
渚
に
よ
れ
る
初
日
か
な

初
日
見
て
無
神
論
者
も
手
を
合
わ
す

働

け

る

う

ち

は

働

く

初

御

空

新
春
に
一
つ
増
え
て
た
笑
い
皺

春
着
の
子
し
と
や
か
な
る
は
小
半
時

新

春

の

家

族

の

顔

は

輝

い

て

冬
山
や
神
の
領
地
に
荷
を
下
ろ
し

梯
子
乗
り
青
い
大
空
独
り
占
め

　
神
社
の
大
き
な
鳥
居
の
前
に
立
つ
と
い
つ
も
改
ま
っ
た
気
持
ち
に
な
る
。

初
詣
で
は
殊
更
気
分
新
た
か
。
今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
か
と
心
弾

ま
せ
る
。
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
寒
椿
の
美
し
さ
が
目
に
留
ま
る
。

　
今
年
は
虎
年
、
そ
の
勇
姿
か
ら
た
く
さ
ん
の
喩
え
に
登
場
す
る
人
気
者
。

「
虎
の
威
」、「
虎
に
翼
」、「
虎
の
尾
」な
ど
王
者
の
貫
禄
で
あ
る
。
例
外
は
酔
っ

て「
虎
に
な
る
」こ
と
。
ほ
ど
良
い
ト
ラ
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
二
人
の
孫
が
代
わ
る
が
わ
り
に
支
柱
の
前
に
立
っ
て
は
付
け
て
行
っ
た
傷

跡
。
も
う
社
会
人
と
高
校
生
と
も
な
る
と
、
古
い
傷
と
な
っ
て
思
い
出
に
残

る
。
新
し
い
年
の
太
陽
が
目
映
い
ま
で
に
こ
の
古
傷
を
温
め
て
い
る
。

　
朝
を
笑
顔
で
迎
え
た
日
は
、吉
報
を
呼
び
込
む
こ
と
が
出
来
る
そ
う
で
す
。

元
旦
の
朝
も
一
年
の
幸
福
を
願
い
、
笑
い
合
い
祝
い
膳
を
囲
み
ま
す
。

　
何
げ
な
く
毎
日
沸
か
し
て
い
る
薬
缶
の
お
湯
。
こ
の
平
凡
な
暮
ら
し
の
繰

り
返
し
も
、
年
が
改
ま
る
こ
と
に
よ
る
気
分
は
一ひ

と
し
お入

で
あ
る
。
水
は
、
い
つ

も
と
同
じ
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
新
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
よ
ち
よ
ち
と
歩
く
曾
孫
を
抱
い
て
初
詣
の
人
込
み
の
中
を
神
前
に
進
む
の

は
無
理
、
肩
車
で
妻
の
ガ
ー
ド
に
よ
り
思
い
通
り
神
前
へ
、
息
災
、
成
長
祈

願
の
大
熊
手
を
肩
に
笑
顔
で
家
路
に
つ
く
。

　
去
年
覚
え
た
本
将
棋
。
家
族
の
誰
彼
と
な
く
誘
っ
て
く
る
。
小
学
２
年
生

の
女
の
子
、
幼
い
な
が
ら
も
な
か
な
か
の
上
達
ぶ
り
で
あ
る
。
大
人
も
も
の

の
見
事
に
負
か
さ
れ
て
し
ま
う
。
わ
が
家
の
正
月
の
一
齣
で
あ
る
。

　
あ
れ
も
こ
れ
も
願
い
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
欲
張
っ
て
も
仕
方
な
い
こ

と
、
せ
め
て
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
家
内
安
全
ぐ
ら
い
に
し
て
お
け
ば
、
神
様

も
き
っ
と
叶
え
て
く
れ
る
の
で
は
、
お
賽
銭
も
そ
れ
な
り
に
。

　
国
民
宿
舎
水
郷
の
前
に
人
工
の
汀
が
あ
る
。
澄
ん
だ
水
が
砂
丘
の
入
江
か

ら
入
っ
て
く
る
。
漣

さ
ざ
な
み

が
寄
せ
て
く
る
の
も
可
愛
い
。
霞
ヶ
浦
の
水
を
手
に
す

く
い
子
ど
も
も
高
齢
者
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
小
さ
な
名
所
で
あ
る
。

　
初
日
の
出
に
は
宗
教
を
越
え
た
何
か
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
絶
対
的

な
強
さ
、
荘
厳
で
あ
ろ
う
。
お
正
月
は
宗
教
を
忘
れ
、
と
に
か
く
め
で
た
く

祝
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
新
年
の
清
々
し
い
空
。
今
年
も
、
周
り
の
人
た
ち
を
楽
に
さ
せ
る
よ
う
働

き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
、
と
い
う
祈
り
を
込
め
て
見
上
げ
る
。
お
の

ず
と
身
の
引
き
締
ま
る
心
地
に
な
っ
て
ゆ
く
。
頑
張
ら
な
く
て
は
。

　
世
知
辛
い
世
の
中
、
せ
め
て
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
よ
。
ま
た
新
春
に

笑
い
皺
が
増
え
て
る
様
に
。

　
娘
が
着
た
お
正
月
の
着
物
を
孫
娘
に
。
最
初
の
う
ち
は
ポ
ー
ズ
を
決
め
て

記
念
撮
影
な
ど
し
て
い
た
が
、
小
半
時
も
た
つ
と
ス
キ
ッ
プ
し
た
り
、
走
っ

た
り
。
女
の
子
と
て
元
気
が
何
よ
り
。
健
や
か
さ
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

　
一
月
一
日
の
朝
、
家
族
が
揃
い
良
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
願
っ
て
、
見
渡
す

顔
が
に
こ
に
こ
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
今
年
も
初
登
山
は
筑
波
山
で
あ
る
。
ま
ず
は
筑
波
山
神
社
に
参
拝
し
脇
道

か
ら
登
り
始
め
る
。
凛
々
と
し
た
樹
林
帯
も
山
頂
も
す
べ
て
は
神
の
領
域
と

思
え
て
く
る
。
厳
か
さ
の
漂
う
な
か
、
心
身
共
に
清
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

　
出
初
式
に
欠
か
せ
な
い
梯
子
乗
り
は
日
本
古
来
の
新
年
の
風
物
詩
。
男
の

粋
を
梯
子
の
上
で
演
ず
る
若
者
が
観
客
の
熱
い
視
線
を
一
身
に
集
め
る
。
そ

の
晴
れ
や
か
な
姿
は
一
年
の
安
寧
を
教
示
し
て
い
る
様
。

相
澤
ア
ヤ
子

冨
永　

柳
道

佐
藤
て
つ
子

須
藤　

桜
花

土
田　

信
子

関
口　

進
吾

沼
尻　

芳
子

谷
藤
美
智
子

藤
川　

祐
子

中
島
み
さ
お

堀
越
喜
代
子

太
田　

鳴
子

宮
本　

満
子

長
井
ま
さ
こ

山
根　

延
子

加
藤　

光
山

新
春
に
詠
む
俳
句

新
春
に
詠
む
川
柳



街並み 出来事

施　設

行　事

　ターメリックライスに、ジャガイモをメインとした

野菜ベースのルーをかけ、日本一の生産量を誇るレン

コンや特製ダレで煮込んだポークなどがトッピングさ

れたツェッペリンカレーを、ぜひご賞味ください。

　土浦駅前再開発ビルとしてオープンしたウララ。土

浦、霞ヶ浦のうらと麗らかのうらを合わせることで、

明るく優しい温かいまちをイメージさせ、軽快な感じ

を出すためにＬＡを入れてこの名前になりました。

　土浦幼稚園は、明治18年に土浦西小学校(土浦小学

校)附属幼稚園として創立されました。当時、幼稚園

は全国でも30園あまりで、さらに現在まで残っている

公立の幼稚園は全国でも数園しかありません。

　市制を施行してから、旧庁舎が人口の増加や行政事

務の複雑化などから手狭になったことや、木造のため

建物の傷みが激しくなったため、現在の場所に移転し

て鉄筋コンクリート建ての新庁舎が完成しました。

　筑波鉄道の路線跡は、全長40.1kmのサイクリング

ロード「つくばりんりんロード」に生まれ変わりまし

た。休日は家族連れなどが、心地よく風を切ってサイ

クリングを楽しんでいます。

　桜川堤の桜は、明治43年に行方郡大和村（行方市）の

邊
へ た

田粂
く め ぞ う

蔵氏が、妻の足の治癒を大町道祖神に願をかけ

て全治したのを記念して桜を植えたのが始まりで、土

浦の桜の名所の一つです。

学　校

鉄　道

クイズの答え

●●●

●●

●●

●●

●●●

●●●●

発行　土浦市　〒300-8686

　　　土浦市下高津一丁目20番35号　029-826-1111

　　　http://www.city.tsuchiura.lg.jp/

　　　E-mail:info@city.tsuchiura.lg.jp

編集　市長公室広報広聴課

　　再生紙を使用しています

　　　　 環境に優しい大豆インキを使用しています

次回「広報つちうら」１月中旬号は、１月15日(金)発行予定です。

人口と世帯数 (平成21年12月１日現在 )　14万4501人( 男７万1973人　女７万2528人)５万6692世帯

表
紙
の
紹
介

霞
ヶ
浦
の
日
の
出

　
表
紙
の
写
真
は
、
霞
ヶ
浦
か
ら
見

え
る
日
の
出
で
す
。
湖
岸
に
昇
る
朝

日
は
幻
想
的
で
美
し
く
、
元
旦
に
は

多
く
の
人
た
ち
が
初
日
の
出
を
見
に

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
初
日
の
出
は
、
１
年
に
一

度
の
最
初
の
夜
明
け
と
し
て
め
で
た

い
と
さ
れ
、
数
多
く
の
人
が
見
物
に

訪
れ
、
願
い
事
や
そ
の
年
の
決
意
な

ど
を
祈
っ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
習
慣
は
、
明
治
以
降
に
盛
ん

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
四
方
拝
と
い

う
天
皇
の
元
旦
の
儀
式
が
始
ま
り

で
、
そ
れ
が
庶
民
の
間
に
広
ま
り
、

初
日
の
出
を
拝
む
と
い
う
習
慣
に
な

り
ま
し
た
。

土浦の新しい名物

ツェッペリン

カ レ ー

土浦のランドマーク

ウ ラ ラ

土 浦 幼稚園

市役所本庁舎は

昭和 ３ ８ 年完成

つくば り ん り ん

ロード

昭和初期の

桜 川 の桜まつり


